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　四国森林管理局においては、国民の森林に対する多様なニーズに応えるた

め、「美しい森林づくり」を推進し、民有林・国有林の連携のもと、「100 年

先を見通した森林づくり」をはじめ５つの柱に沿って、国民目線に立った事

業展開を図ることとしています。 【詳細は２頁に掲載】

100 年先を見通した森林づくり（複層林）
〔高知県四万十市〕
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美
し
い
森
林
づ
く
り
の
推
進

平
成
二
一
年
度
　
四
国
森
林
管
理
局
事
業
概
要

〈
企
画
調
整
室
〉

　

�　

四
国
の
国
有
林
野
は
、
奥
地
山

岳
地
域
に
あ
り
、
水
源
の
か
ん
養

や
国
土
保
全
を
は
じ
め
と
す
る

公
益
的
機
能
の
発
揮
が
高
く
求

め
ら
れ
る
森
林
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公

益
林
（
水
土
の
保
全
や
自
然
環

境
の
維
持
等
を
目
的
に
施
業
を

行
う
森
林
）
を
段
階
的
に
拡
大

し
て
お
り
、
四
国
の
国
有
林
野

面
積
の
う
ち
公
益
林
の
割
合
は

平
成
一
〇
年
の
三
〇
％
か
ら
平

成
二
一
年
に
は
九
四
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
一
年
度
も

公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

森
林
施
業
を
行
い
、
「
美
し
い

森も

り林
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

②�　

森
林
吸
収
源
対
策
に
向
け
た

森
林
整
備
の
推
進

　

�　

四
国
の
国
有
林
に
は
、
人
工

林
が
約
一
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
す
。
こ
の
人
工
林
の
森
林

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
早
急
に
整
備
が
必
要
な
箇
所

か
ら
優
先
的
に
現
地
の
林
分
状

況
等
を
踏
ま
え
計
画
的
に
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

�　

京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
の

達
成
に
向
け
て
は
、
吸
収
源
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
（
平

成
二
年
以
降
に
森
林
整
備
等
を

行
っ
た
森
林
）
を
効
率
的
か
つ

確
実
に
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
平
成
二
一
年
度
に
は
、

約
五
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除

伐
・
保
育
間
伐
等
を
行
い
ま
す
。

　

�　

今
後
も
個
々
の
森
林
の
状
況
、

施
業
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
効
率
的
に
森
林
整
備
を
進
め
、

着
実
な
森
林
吸
収
量
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

③�　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け

た
取
組
～
保
護
林
候
補
地
の
選

定
適
否
等
に
つ
い
て
の
調
査
～

　

�　

平
成
一
五
年
三
月
に
野
生
動

植
物
の
生
息
・
生
育
地
の
拡
大

と
相
互
交
流
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

　

�　

平
成
二
一
年
度
に
つ
い
て
は
、

鎗や
り

戸ど

国
有
林
（
徳
島
県
）
、
上う

わ
が
な
る

ヶ
成

山
国
有
林
（
愛
媛
県
）
、
グ
ド
ウ

ジ
谷
国
有
林
（
高
知
県
）
に
お

い
て
、
保
護
林
（
原
生
的
な
森

林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境

　

四
月
二
四
日
に
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
の
で
平
成
二
一
年
度
四

国
森
林
管
理
局
事
業
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん
養

に
加
え
、
近
年
地
球
温
暖
化
防
止

や
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の
関
心

が
高
ま
る
な
ど
、
森
林
に
対
す
る

国
民
へ
の
期
待
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
議
定
書
の
第
一
約

束
期
間
（
平
成
二
〇
年
～
平
成

二
四
年
）
に
お
け
る
、
我
が
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
森
林
吸
収
源
対
策
を

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局

に
お
い
て
は
、
森
林
に
対
す
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
「
美
し

い
森も

り林
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
民

有
林
・
国
有
林
の
連
携
の
も
と
、

五
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
国
民
目
線

に
立
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

一�

、
一
〇
〇
年
先
を
見
通
し
た
森
林

づ
く
り

　

森
林
の
公
益
的
機
能
を
持
続
的

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
特

色
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
五
〇
年
サ

イ
ク
ル
で
植
栽
・
伐
採
を
繰
り
返

す
従
来
の
森
林
づ
く
り
に
加
え
、

一
〇
〇
年
先
を
見
据
え
た
、
針
広

混
交
林
や
複
層
林
等
の
多
様
な
森

林
を
目
指
し
た
森
林
整
備
と
と
も

に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け

た
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の

森
林
施
業
の
推
進

マスコミ各社への記者発表

ヒノキ人工展示林複 層 林

間伐により整備された森林
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残存型枠治山ダム工

の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺

伝
資
源
の
保
存
、
施
業
及
び
管

理
技
術
の
発
展
等
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
区
域
を
定

め
、
禁
伐
等
の
管
理
経
営
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
保
護
を
図
っ

て
い
る
国
有
林
野
）
と
し
て
選

定
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど

う
か
の
調
査
を
実
施
し
、
将
来

的
に
は
保
護
林
と
保
護
林
を
つ

な
ぐ
「
緑
の
回
廊
」
ま
で
見
据

え
た
保
護
林
の
拡
充
に
向
け
た

検
討
を
行
い
ま
す
。

④�　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

取
組
～
「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
ク
マ
タ
カ

等
猛
禽
類
生
息
調
査
の
追
加
）
～

　

�　

「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」
に
つ

い
て
は
、
設
定
後
以
降
に
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
食
害
や
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
確
認
な
ど
取
り
巻
く
環
境

が
著
し
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
〇
年
度
に
「
四
国
山
地

緑
の
回
廊
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
今
後
の
回
廊
の
あ

り
方
の
方
向
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、「
人

と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け

た
取
組
」
の
推
進
と
と
も
に
、
飛

翔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
国
内
希

少
野
生
動
植
物
種
の
ク
マ
タ
カ

の
生
息
調
査
を
追
加
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
と
い
う
方
向
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
一
年

度
は
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
に
、
ク
マ
タ
カ
の
生
息
調
査

項
目
を
追
加
し
て
実
施
し
ま
す
。

⑤�　

人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に

向
け
た
取
組

　

�　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
被
害
地

域
を
含
め
た
森
林
生
態
系
の
再

生
・
保
全
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

生
息
地
の
保
護
を
図
る
た
め
、

⑴
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
環
境
調

査
及
び
動
態
調
査
、
⑵
関
係
機

関
と
の
連
絡
会
議
の
開
催
、
⑶

被
害
跡
地
の
再
生
対
策
、
⑷
野

生
鳥
獣
の
生
息
環
境
整
備
を
実

施
し
、
人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共

存
を
目
指
し
た
森
林
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

二�

、
流
域
の
保
全
と
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減

　

流
域
全
体
の
保
全
の
た
め
の
治

山
対
策
を
、
民
有
林
治
山
事
業
等

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的

に
推
進
し
、
災
害
を
防
ぐ
こ
と
に

加
え
、
被
害
の
軽
減
（
減
災
）
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

重
要
自
然
維
持
地
域
保
安
林

整
備
事
業
に
つ
い
て

　

�　

白
髪
山
（
一
四
七
〇
ｍ
：
嶺

北
森
林
管
理
署
管
内
）
周
辺
の

国
有
林
は
、
県
立
自
然
公
園
及

び
保
護
林
に
指
定
さ
れ
、
登
山
、

林
内
散
策
、
学
術
研
究
等
の
目

的
で
県
内
外
か
ら
の
入
山
者
が

多
い
地
域
で
す
。
近
年
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
白
髪
山
東
部
の

口
白
髪
山
に
お
い
て
、
地
す
べ

り
性
崩
壊
や
渓
流
荒
廃
が
発
生

し
、
不
安
定
土
砂
が
渓
流
内
に

堆
積
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

早
急
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
五
年
間
、

総
工
事
費
約
三
億
円
の
規
模
で

治
山
ダ
ム
工
や
森
林
整
備
等
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

②�　

治
山
事
業
に
お
け
る
間
伐
材

等
木
材
利
用
の
推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
観

点
か
ら
、
公
共
土
木
工
事
に
お

け
木
材
利
用
の
拡
大
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理
局

で
は
、
今
後
五
年
間
で
、
平

成
二
〇
年
度
の
実
績
（
約
二
，

五
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
）
の
二

倍
程
度
ま
で
木
材
利
用
を
増
加

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、

平
成
二
一
年
度
に
つ
い
て
は
、

三
，
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の

木
材
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

三�

、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
森

林
づ
く
り
と
利
用

　

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
や

木
材
利
用
の
意
義
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
森
林
環

境
教
育
の
機
会
や
、
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
を
広
く
提
供
し
、
国
民
参
加

の
森も

り林
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

「
学
校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
全
国

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
in
四
国

モニタリング調査で撮影されたクマタカラス巻き

平成 20 年度「学校林・遊々の森」全国子どもサミット in 九州の様子
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�　

「
学
校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
行
動
で

学
び
体
験
す
る
活
動
を
行
う
学

習
・
体
験
活
動
の
場
で
す
。
「
学

校
林
・
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」
全
国
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
活
動
の

取
組
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年

度
は
高
知
県
香か

み美
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
四
国
各
地
や
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
学
習
・
体
験
活
動
の
発
表
や

先
生
方
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

森
林
づ
く
り
の
大
切
さ
の
輪
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

②�　

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
～
国
有

林
公
開
講
座
の
実
施
～

　

�　

国
有
林
へ
の
国
民
の
期
待
が

高
ま
る
中
、
「
国
民
の
森
林
」
と

し
て
、
国
民
に
具
体
的
な
成
果

を
示
す
取
組
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
四
国
森
林

管
理
局
で
は
、
国
民
と
国
有
林

と
の
双
方
向
の
情
報
・
意
見
の

交
換
を
目
的
と
し
た
「
四
国
の

国
有
林
公
開
講
座
」
を
実
施
し

ま
す
。

③�　

森
林
・
林
業
体
験
交
流
促
進

対
策

　

�　

都
市
部
等
の
小
学
生
を
対
象

と
し
た
自
然
体
験
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
「
工く

い

し

や

ま

石
山
」
（
嶺

北
森
林
管
理
署
管
内
）
、
「
飯い

い

の

山や
ま

」
（
香
川
森
林
管
理
事
務
所
管

内
）
に
お
い
て
、
安
全
で
効
果

的
な
学
習
・
体
験
活
動
を
行
う

た
め
の
学
習
教
育
林
の
全
体
構

想
及
び
学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、
学
習
コ
ー
ス
等

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
が
森
林
環
境
教

育
を
実
施
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル

ド
に
説
明
看
板
、
樹
名
板
、
道

標
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

四�

、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と

し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生

　

資
源
の
充
実
、
加
工
技
術
の
向

上
等
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
川

上
と
川
下
が
連
携
し
、
大
規
模
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る
国

産
材
の
安
定
供
給
と
地
域
材
の
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①　

国
有
林
材
の
安
定
供
給

　

�　

平
成
一
九
年
度
に
設
立
さ
れ

た
「
木
材
安
定
供
給
協
議
会
」

に
お
い
て
、
国
有
林
か
ら
の
原

木
供
給
可
能
量
の
見
通
し
等
の

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

民
有
林
材
の
供
給
に
係
る
情
報

や
川
下
の
需
要
動
向
に
係
る
情

報
収
集
を
図
る
等
、
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
て
木
材
の
安

定
供
給
へ
向
け
た
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

合
板
・
集
成
材
・
製
材
工
場
な

ど
の
大
口
需
要
者
へ
合
板
・
ラ

ミ
ナ
・
間
柱
用
等
を
直
接
販
売

（
シ
ス
テ
ム
販
売
）
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

②�　

地
域
材
利
用
促
進
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

　

�　

間
伐
材
等
な
ど
地
域
（
四
国
）

材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に

は
、
生
産
さ
れ
た
材
を
需
要
者
へ

安
定
的
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、

木
の
良
さ
を
一
般
消
費
者
へ
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
の
取
組
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理

局
で
は
民
有
林
と
連
携
し
地
域

④�　

「
森も

り林
の
達
人
集
」
の
拡
充
に

つ
い
て

　

�　

森
林
環
境
教
育
の
実
践
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
の
森
林
教
室

や
植
物
観
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
生
き
る
力
」
を
育
む
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
四
国
森
林
管
理
局
で
は
平

成
二
〇
年
度
、
枝
や
葉
な
ど
自

然
の
材
料
を
用
い
た
遊
び
、
森

林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
活
動
を

得
意
と
す
る
名
人
達
を
「
森も

り林

の
達
人
集
」
（
高
知
県
版
、
徳
島

県
版
）
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、
四
国
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

平
成
二
一
年
度
は
、
香
川
県
版
、

愛
媛
県
版
の
「
森も

り林
の
達
人
集
」

を
作
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達

人
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
広
く
国

民
に
情
報
発
信
し
、
効
果
的
な

森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

シンポジウム

森の中での
体験活動の様子
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各
地
の

  

た
よ
り

み
ん
な
の
力
で

三
嶺
の
森
の
自
然
再
生
を

〈
高
知
中
部
署
〉

　

四
月
十
一
日
、
奥
物
部
三
嶺
山
系

の
稜
線
部
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食

害
等
に
よ
り
枯
れ
た
サ
サ
原
を
再

生
す
る
た
め
に
、
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト

柵
等
の
設
置
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
署
や
三
嶺
の
森
を
ま
も

る
み
ん
な
の
会
、
高
知
県
及
び
物
部

川
流
域
三
市
（
香
美
市
、
香
南
市
、

南
国
市
）
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢
百
五
名

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
作
業
は
参
加
者
の
体
力

に
合
わ
せ
て
、
次
の
よ
う
に
二
組
に

分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
組
目
は
、
白
髪
山
の
麓
で
、
モ

ミ
な
ど
の
樹
木
を
守
る
た
め
に
、
一

本
一
本
の
木
に
ネ
ッ
ト
を
巻
き
つ

け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
組
目
は
、
片
道
二
時
間
半
ほ
ど

を
登
り
、
三
嶺
の
頂
上
が
真
近
に
見

え
る
高
知
県
と
徳
島
県
と
の
稜
線

部
の
カ
ヤ
ハ
ゲ
地
区
と
韮
生
越
地

区
で
、
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
柵
を
設

け
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
柵
の
設
置
に
は
、
昨

年
の
十
一
月
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

麓
か
ら
運
び
上
げ
て
お
い
た
資
材

を
使
い
ま
し
た
。

　

現
地
の
尾
根
筋
の
作
業
で
は
日

差
し
が
強
く
、
時
折
風
も
吹
き
抜

け
る
中
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ

て
一
緒
に
支
柱
を
立
て
、
ネ
ッ
ト
柵

張
り
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
作
業
を
行
っ
た
箇
所

の
近
く
に
は
、
昨
年
設
置
し
た
ネ
ッ

ト
柵
が
あ
り
、
こ
こ
で
の
植
生
の
回

復
状
況
が
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ネ
ッ
ト
柵
の

効
果
を
確
認
し
、
シ
カ
に
よ
る
食
害

を
少
し
で
も
防
ご
う
と
、
と
っ
て
も

熱
心
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
下
さ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好

の
行
楽
日
和
で
し
た
が
、
作
業
に
集

中
し
た
参
加
者
に
は
三
嶺
の
姿
は

あ
ま
り
目
に
は
入
ら
な
か
っ
た
の

で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

稜
線
部
で
は
約
三
時
間
ほ
ど
で
、

六
箇
所
の
ネ
ッ
ト
柵
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

は
「
今
後
も
三
嶺
の
森
を
守
る
た
め

の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
に
よ
る
公
園
整
備

「
黒
尊
親
水
公
園
歩
道
整
備
」

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
月
十
八
日
、
四
万
十
市
西
土
佐

黒
尊
山
国
有
林
に
あ
る
黒
尊
親
水

公
園
内
の
歩
道
整
備
（
環
境
保
全
型

舗
装
）
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
四
万
十
森
林
管
理

署
が
広
く
一
般
市
民
に
癒
し
の
場

を
提
供
す
る
た
め
整
備
し
た
も
の

で
す
が
、
公
衆
ト
イ
レ
ま
で
の
間
の

材
の
需
要
拡
大
を
目
的
に
、
地

域
材
利
用
促
進
協
議
会
（
仮
称
）

の
設
立
、
地
域
材
を
使
っ
た
木

造
住
宅
に
ふ
れ
る
「
地
域
材
発

見
ツ
ア
ー
」
や
建
築
学
科
在
籍

の
大
学
生
等
を
対
象
と
し
た
森

林
環
境
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

五�

、
国
有
林
と
民
有
林
の
連
携
の

強
化

　

民
有
林
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
整

備
、
木
材
の
安
定
供
給
、
国
有
林
を

活
用
し
た
技
術
研
修
や
森
林
環
境
教

育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
美
し
い

森も

り林
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は

①�　

「
四
国
山
の
日
」
～
新
・
四
国

の
森も

り林
づ
く
り
推
進
事
業
～

　

�　

平
成
一
六
年
一
一
月
に
四
国

四
県
と
四
国
森
林
管
理
局
に
よ

る
「
四
国
の
森
づ
く
り
に
関
す
る

共
同
宣
言
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
同
宣
言
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
徳
島
県
徳
島
市
等
に
お

い
て
森
づ
く
り
交
流
学
習
会
や

森
づ
く
り
活
動
を
地
域
の
方
や

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
同
で

行
う
な
ど
、
引
き
続
き
「
四
国
の

森
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

民
有
林
と
の
森
林
整
備
協
定

の
推
進

　
�　

高
知
県
嶺
北
地
域
の
民
有
林

と
国
有
林
と
の
間
で
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
作
業
路
網
の
構

築
に
よ
る
間
伐
の
推
進
等
を
目

的
と
し
た
森
林
整
備
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
整
備
協
定
の
締
結
に

よ
り
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
た
路
網
の
整
備
、
間
伐
の

実
施
な
ど
森
林
整
備
の
よ
り
一

層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成20年度「四国山の日 inこうち」の様子

森林整備協定締結候補地 いの町（旧）本川村
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歩
道
が
未
舗
装
で
あ
る
た
め
地
域

住
民
か
ら
車
椅
子
な
ど
で
の
ト
イ

レ
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
舗
装
を

望
む
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
は
、
日
頃
か
ら
協
働
し
て
黒
尊
川

流
域
の
環
境
保
全
や
地
域
の
振
興

に
努
め
て
い
る
「
し
ま
ん
と
黒
尊
む

ら
」
に
呼
び
か
け
、
歩
道
の
舗
装
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
」

の
メ
ン
バ
ー
や
黒
尊
森
林
官
、
地
域

住
民
、
高
知
県
、
四
万
十
市
の
職
員

ら
二
十
三
名
が
ト
イ
レ
周
辺
及
び

幹
線
道
路
か
ら
ト
イ
レ
へ
の
歩
道

整
備
（
舗
装
約
百
三
十
メ
ー
ト
ル
・

幅
員
一
、
四
メ
ー
ト
ル
）
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
な
お
、
舗
装
資
材
に
つ

い
て
は
、（
財
）
日
本
森
林
林
業
振

興
会
高
知
支
部
の
ご
協
力
を
得
ま

し
た
。

　

参
加
者
た
ち
か
ら
は
、「
こ
れ
で

車
椅
子
な
ど
利
用
者
は
勿
論
、
一
般

観
光
客
に
も
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
隣
接
す
る
東
屋
を
含

め
、
交
流
や
体
験
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
親
水
公
園
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

注
：
「
し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
」

　

地
域
住
民
組
織
で
、
黒
尊
川
流
域

の
魅
力
あ
る
自
然
環
境
を
住
民
と

行
政
が
協
働
し
て
保
全
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い

る
住
民
が
自
然
の
恵
み
を
享
受
し
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

滑
床
渓
谷
で
森
林
教
室

「
滑
な
め
と
こ床
山
開
き
」
に
合
わ
せ
て

〈
愛
媛
署
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
月
二
十
四
日
、
足
摺
宇
和
海

国
立
公
園
内
に
あ
る
滑
床
渓
谷
で
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
松
野
町
等
が

主
催
す
る
滑
床
山
開
き
の
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
遠
足
を
兼
ね

て
参
加
し
て
い
た
地
元
の
松
野
南

小
学
校
の
児
童
一
一
名
（
目
黒
緑
の

少
年
隊
）
を
対
象
に
、
愛
媛
森
林
管

理
署
と
合
同
で
森
林
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
ク
イ
ズ
形
式
で
木
の
名

前
を
当
て
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
、

同
地
で
学
習
し
た
樹
木
の
復
習
を

兼
ね
て
実
施
し
た
も
の
で
、
児
童
達

は
、
分
か
り
や
す
い
ヒ
ン
ト
を
出
そ

う
と
一
生
懸
命
考
え
た
り
、
ま
た
、

見
事
名
前
を
当
て
る
と
皆
ん
な
で

大
喜
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
パ
ネ
ル
や
模
型
を

使
っ
て
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
体

験
学
習
を
し
ま
し
た
。
水
の
土
壌
浸

透
実
験
で
は
、
児
童
が
実
際
に
上
か

ら
ジ
ョ
ロ
で
水
を
ま
く
と
、
裸
山
は

水
が
土
の
上
を
一
気
に
走
り
、
模
型

の
家
を
押
し
流
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
森
林
の
あ
る
山
は
、
樹
木
や
落

葉
が
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
土
砂

の
流
出
を
防
ぎ
、
模
型
の
家
は
無
事

で
し
た
。
実
験
を
通
し
て
、
児
童
達

は
、
森
林
は
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ

「
緑
の
ダ
ム
」
と
し
て
、大
雨
が
降
っ

て
も
洪
水
が
起
こ
り
に
く
い
働
き

が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
よ
う

で
す
。
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協
働
メ
ン
バ
ー
の

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
画

～
「
四し

ま
ん
と
が
く
し
ゃ

万
十
楽
舎
」
で
木
工
教
室
～

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
月
二
十
五
日
、
四
万
十
市
西

土
佐
に
あ
る
社
団
法
人
「
四
万
十

楽
舎
」
で
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
記
念
式
典
の
後
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
和
太
鼓
の
演
奏
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
同
楽
舎
は
、

四
国
森
林
管
理
局
な
ど
が
四
万
十

川
の
支
流
、
黒
尊
川
流
域
の
森
林

と
清
流
の
保
全
・
再
生
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
四
万
十
く
ろ
そ
ん
会

議
」
の
協
働
メ
ン
バ
ー
で
、
森
林

環
境
教
育
も
連
携
し
て
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
木
工
教
室
を
担
当
し
、
カ
ブ
ト

ム
シ
や
動
物
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

を
指
導
し
ま
し
た
。
始
め
は
、
子

ど
も
の
作
業
を
見
守
っ
て
い
た
お

母
さ
ん
方
も
、
「
大
人
も
作
っ
て
い

い
で
す
か
？
」
と
参
加
、
親
子
で

楽
し
そ
う
に
作
製
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
木
工
教
室
は
、
「
四
万
十

く
ろ
そ
ん
会
議
」
の
活
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、
来
場
者
に
木
材
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
取
組
と

な
り
ま
し
た
。

堂
ヶ
森
風
景
林
で

　
　
　
木
工
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

子
供
の
日
の
五
月
五
日
、
風
景

林
と
し
て
保
護
さ
れ
、
ア
カ
ガ
シ

な
ど
貴
重
な
天
然
林
が
残
っ
て

い
る
四
万
十
市
と
四
万
十
町
の

境
に
接
す
る
土
佐
堂
ヶ
森
（
標
高

八
五
七
ｍ
）
山
頂
で
、
毎
年
恒
例

の
「
堂
ヶ
森
祭
り
」
が
、
地
域
住

民
一
〇
〇
名
余
り
が
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
神
事
後
に
餅
投
げ
や

地
元
で
有
名
な
関せ

き

む

く

ち

六
口
さ
ん
に
よ

る
漫
談
調
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、

ま
た
、
ち
び
っ
子
相
撲
や
高
知
県

で
は
珍
し
い
女
性
に
よ
る
相
撲
な

ど
楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
堂
ケ
森
周

辺
を
森
林
教
室
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
毎
年
、

安
全
祈
願
と
併
せ
て
地
域
住
民
と

の
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
参
加
し
た
子
供
た
ち

に
、
サ
ク
ラ
の
端
材
で
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
の
作
り
方
を
指
導
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
の
中
に
は
、
ど
う
し

て
も
孫
に
作
っ
て
や
り
た
い
と
熱

望
す
る
人
や
自
分
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
に
し
た
い
と
言
う
大
人
の

方
々
も
混
じ
り
、
子
供
達
共
々
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
観
て
満
足

そ
う
な
笑
顔
で
し
た
。

　

堂
ヶ
森
山
頂
で
の
木
工
教
室
は
、

木
立
に
囲
ま
れ
て
の
楽
し
い
思
い

出
と
共
に
、
心
に
残
る
有
意
義
な

一
日
と
な
っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。
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11月11日は四国山の日

国民の森林
国有林


